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コンピュータビジョン活用した
確実性あるジェスチャー操作
CEATEC JAPAN2014開催期間中、イスラエルから

やって来たPointGrab社カ‘ら編集部経由で取材の招

待を受けた。しかも本会場にブースを出展したわけで

はなく、幕張のホテルの一室で個別デモを見せてくれ

るという、メディア狙い撃ちの直球勝負。コンビュー

タビ、ジョン（いわゆる「ロホットの目」）を専門に扱う

という同社が開発した斬新かつ便利なUIの数々とは。

Eヨ初に紹介されたのは、スマホ縫載カメラ

耳支での自分撮り周アフ・リ「Comeme」。レ

ンズに対して特定のジ工スチャーを行うことで、

任意のタイミンクでシャッターを切らせることが

できる。

モパイルワールドコングレスで・スマホ向け最

新テクノ口ジー賞を受賞し、これまでに400万 をチェイスしているため、ユーザの視線が実際

DLを記録しているなど人気のアプりだけあって、 にテレビを見ているかどうかを端末側が検知で

完成度が高い。コンビュータビジ、ヨンを専門、 きるそうだ。放送局などがその情報を回収でき

という同社の開発力を知る意味でもわかりやす れば、本当の意昧での視聴率を含めた視聴動向

いアプリと言える。 ビッグデ タが構築できるかもしれなし、。

続いて 「PointTouchJ。離れた位置からタブレ 検知対象者は事前に登録されるため、カメラ

ット端末、PCなどのディスプレイを操作できるシ 側で「家族の誰が見ているのか」も判断できる。

ステムで、右目と指先という2ポイン卜を別のカメ これもピックデータ構築にあたっては有力な情

ラで感知することで‘操作の確実性を高めている。 報となり得るが、とりあえず現状、これらシステ

この派生形とも言える「PointSwich」は照明 ムが特定サーバにつながって情報を吸い上げ

やカーテン・ブラインドなどを指先で遠隔操作 る、としづ仕組みにはなっていないそうだ。

する仕組み。さすがにホテル 室でのデモはな

かったが、PCやタブレッ卜を離れた位置から操 ジェスチャーでも高い確実l｜主
作する場面がさほどない（映像系サービス利用

時くらいか） ことを考慮すると、あるいはこちら いずれもカメラによる画像認識をメインとした

のほうが本命かもしれない。 技術を活用した形であり、特に「ComemeJ以

映像系では別途、テレビをジ、工スチャー操作 外の各種システムの方向性はマイク口ソフトの

できる仕組みを用意していた （名称は特にないと IKinectJに近いものがある。

のこと）。面白いのは、ジ、工スチャーが直感的で‘ 大きな遣いは「値段j。説明してくれた担当者

あること。口の前に指を1本立てた「し－jのポ によれば、 デモに用いた「PointTouch」は非タッ

ースを取ると、音声がMUTEになるというのは チ対応の100ドル程度のパネルと5ドル程度のカ

なかなかユニークだ。 メラで構成されているそうで、担当者自身も 「我々

また、先の「PointTouchJなどと同様に回線 の優れた技術を示す指標のひとつ」と胸を張る。

回線と指先を検知し、確実な非接触

遠隔操作が可能なPointGrab社のUI

（写真はTV周UI)

また実際に体験してみると、指先・目線の二

段構えにしている点も効果的だ。印象論にはな

るが、 的は極めて外しにくく、狙ったポイン卜を

一発で引き当てることができていた。非接触の

遠隔操作においてこうした確実性は第一歩であ

ると同時に最重要課題であり、それをクリアで

きている点は大きい。

Kinectとの遣いで言えば、音声操作を取り入れ

ていない点も特徴と言える。これは「そもそも遣う

テクノロジーJ（担当者）であることが最大の理由だ

そうだが、だからこそ得意分野であるコンビュータ

ビジョンの確実性に磨きがかかっているとも言える。

難点は取り立てて見当たらないが、こうした

ジェスチャ一系の場合、接触操作や従来の専用

リモコンと比べてどこに優位性を見出していくの

か、が鍵となるだろう。確かに便利ではあるが、

旧来のアナロク操作から全面的に切り替わって

いくほどの波を起こすのはなカ、なかに難しい。

本体そのものが持つマシンラーニング、ある

いはビッグデ タ活用によるアルコリズム強化

といった「更なる操作性向上Jに加え、これぞ未

来型、次世代型というインパクト、とどめのー

撃がほしいところだ。 閣 と三三三
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